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開
港
、
そ
し
て
国
際
港
に

　

敦
賀
港
は
、
日
本
海
側
の
中
央
に

位
置
し
、
古
く
か
ら
大
陸
と
の
交
流

拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
北
前
船
を
は

じ
め
と
す
る
日
本
海
側
物
流
の
一
大

寄
港
地
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

　

明
治
32
年
７
月
に
開
港
場（
外
国

貿
易
港
）に
指
定
さ
れ
、
明
治
35
年

に
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
と
の
間
に
定

期
航
路
が
開
設
。
明
治
45
年
か
ら
、

新
橋
駅（
東
京
）～
金
ケ
崎
駅（
敦
賀
）

間
に
欧
亜
国
際
連
絡
列
車
が
走
り
、

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
経
由
し
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
都
市
と
直
結
す
る
国
際
拠

点
港
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の

交
通
拠
点
と
し
て
栄
え
た
敦
賀
港
に

は
、
大
正
９
年
に
動
乱
の
シ
ベ
リ
ア

で
家
族
を
失
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
孤

児
、
昭
和
15
年
に
杉す

ぎ

原は
ら

千ち

畝う
ね

氏
が
発

給
し
た「
命
の
ビ
ザ
」を
携
え
た
ユ

ダ
ヤ
人
を
迎
え
入
れ
た「
人
道
の
港
」

と
し
て
の
史
実
も
残
っ
て
い
ま
す
。

港
の
近
代
化
と
さ
ら
な
る
発
展

　

昭
和
57
年
か
ら
は
船
舶
の
大
型

化
、
貨
物
の
コ
ン
テ
ナ
化
に
対
応
す

る
た
め
、
鞠
山
地
区
に
新
港
の
建
設

が
始
ま
り
、
平
成
３
年
に
供
用
を
開

始
。
平
成
22
年
に
、
よ
り
大
型
の
船

が
接
岸
可
能
な
水
深
14
ｍ
の
岸
壁
を

備
え
た
鞠
山
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

が
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
敦
賀
港
は
韓
国
釜
山
港
と

国
際
コ
ン
テ
ナ
、
国
際
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船

航
路
を
有
す
な
ど
、
福
井
県
と
滋
賀

県
の
国
際
物
流
拠
点
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
国
内
航
路
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
北
海
道
へ
の
フ
ェ
リ
ー
、

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
航
路
に
加
え
、
今
年
４

月
か
ら
は
、
日
本
海
側
で
唯
一
、
本

州
と
九
州
を
結
ぶ
「
敦
賀
～
博
多
間
」

の
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
定
期
航
路
が
就
航
し

ま
し
た
。
今
後
、
国
内
物
流
の
拠
点

と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
ク
ル
ー
ズ
客
船
の

寄
港
が
増
加
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、

観
光
面
に
お
け
る
に
ぎ
わ
い
創
出
で

も
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

敦
賀
港
は
昔
も
今
も
、
そ
の
時
代

に
合
っ
た
役
割
を
担
い
、
こ
れ
か
ら

も
発
展
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

▲鉄道の開通により日本海側最大の輸送拠点となった敦賀港（明治30年）「ふるさと敦賀の回想」より

敦
賀
港
開
港
　
年
の

120

輝
跡
軌き

せ

き跡
航路名 船社名 頻度 航路

釜山航路
（コンテナ航路）

興亜海運㈱
長錦商船㈱ 週２便

敦賀～釜山～釜山新港～浜
田～境～舞鶴～金沢～（敦
賀）　など

汎洲海運㈱ 週１便
敦賀～蔚山～釜山～光陽～
寧波～上海～釜山～新潟～
伏木富山～金沢～（敦賀）

釜山航路
（RORO 航路） ㈱パンスターライン 週２便

敦賀～金沢～馬山～釜山新
港～敦賀～金沢～馬山～釜
山新港～（敦賀）

【国際航路】

航路名 船社名 頻度 航路

苫小牧航路
新日本海フェリー㈱

週７便 敦賀～苫小牧～（敦賀）

週１便 敦賀～新潟～秋田～苫小牧
～秋田～新潟～（敦賀）

近海郵船㈱ 週６便 敦賀～苫小牧～（敦賀）

瀬戸内海航路
（コンテナ航路）井本商運㈱ 週１便 敦賀～大竹～（敦賀）

博多航路 近海郵船㈱ 週６便 敦賀～博多～（敦賀）

【国内航路】

敦賀

博多
大竹

新潟

秋田

苫小牧

釜山
馬山

光陽

上海
寧波

蔚山

敦賀港の定期航路

敦賀港の利用状況 鞠山北岸壁

鞠山南岸壁

川崎・松栄岸壁

北陸電力共同岸壁
敦賀セメント共同岸壁

コンテナなど

フェリー

国際RORO船 内航RORO船 石炭・セメント

金ヶ崎岸壁

敦
賀
港
は
７
月
で
開
港
１
２
０
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
古
く
か
ら
港
と
と
も
に
栄
え
て
き

た
私
た
ち
の
ま
ち
。
開
港
か
ら
の
歴
史
と
現

在
の
敦
賀
港
が
果
た
す
役
割
を
紹
介
し
ま
す
。

年　

代

明
治
32
年

（
１
８
９
９
）

明
治
45
年

（
１
９
１
２
）

大
正
９
年

（
１
９
２
０
）

昭
和
15
年

（
１
９
４
０
）

昭
和
26
年

（
１
９
５
１
）

昭
和
45
年

（
１
９
７
０
）

平
成
２
年

（
１
９
９
０
）

平
成
３
年

（
１
９
９
１
）

平
成
８
年

（
１
９
９
６
）

平
成
11
年

（
１
９
９
９
）

平
成
14
年

（
２
０
０
２
）

平
成
22
年

（
２
０
１
０
）

平
成
29
年

（
２
０
１
７
）

平
成
31
年

（
２
０
１
９
）

　

主
な
出
来
事

開
港
場
（
外
国
貿
易
港
）
に
指
定
さ

れ
る
。

東
京
～
敦
賀
間
に
「
欧
亜
国
際
連
絡

列
車
」
が
運
行
さ
れ
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
が
敦
賀
港
に
上
陸
す
る
。

ユ
ダ
ヤ
人
難
民
が
敦
賀
港
に
上
陸
す
る
。

敦
賀
港
が
国
の
重
要
港
湾
に
指
定
さ

れ
る
。

敦
賀
～
小
樽
間
に
大
型
フ
ェ
リ
ー
就
航
。

敦
賀
～
釜
山
間
に
定
期
外
貿
コ
ン
テ
ナ

船
（
韓
国
航
路
）
就
航
。

敦
賀
新
港
供
用
開
始
。

新
港
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
竣
工
。

超
高
速
フ
ェ
リ
ー
就
航
。

敦
賀
～
苫
小
牧
間
に
定
期
フ
ェ
リ
ー
就

航
。
開
港
１
０
０
周
年
記
念
事
業
「
つ

る
が
・
き
ら
め
き
み
な
と
博
21
」
開
催
。

敦
賀
～
苫
小
牧
間
に
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
航

路
開
設
。

敦
賀
港
鞠
山
南
地
区
多
目
的
国
際

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
全
面
供
用
開
始
。

海
外
大
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
「
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
」
初
寄
港
。

敦
賀
～
博
多
間
に
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
新
規

航
路
開
設
。

※
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
と
は
、
貨
物
を
積
ん
だ
ト

　

ラ
ッ
ク
や
ト
レ
ー
ラ
ー
を
そ
の
ま
ま
運

　

べ
る
船
の
こ
と

神戸


